運　営　規　程

社会福祉法人　青芳会
特別養護老人ホーム　青根苑

　指定短期入所生活介護事業所・指定介護予防短期入所生活介護事業所「青根苑１号館」

運　営　規　程

第1章　　総　則

第１条（名　称）この事業所は、青根苑１号館（以下「苑」という）といいます。

第２条（事業所の所在地）この事業所を神奈川県相模原市緑区青根１７２８番１に置きます。
第2章　　施設の目的及び運営方針

第３条（目　的）この規程は、苑の指定介護老人福祉施設の運営について必要な事項を定め、業務の適正かつ円滑な執行と老人福祉の理念に基づき、また、「相模原市介護保険法に基づく事業及び施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例」を遵守し、利用者の生活の安定及び生活の充実・発展ならびにその家族の身体的及び精神的負担の軽減を図ることを目的とします。
第４条（運営方針）苑の指定介護老人福祉施設は、施設サービス計画および栄養ケア計画及び個別機能訓練計画に基づき、利用者の日常生活の介護、相談・援助、機能訓練、健康管理等を行うことにより、利用者が地域社会の一員として、その有する能力に応じて自立し、発展し、安定した日常生活をすごせるよう援助することを目的とします。

　第3章　　職員の職種、員数及び職務内容

第５条（職員の職種、員数）苑は、相模原市条例に基づく「相模原市介護保険法に基づく事業及び施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例」に示された所定の職員を次のとおり配置するものとします。

　　ただし、法令に基づき兼務することができるものとします。

（１）管理者　　（常勤・兼務）　１名　　（２）医　師　　　（非常勤・兼務）　１名

（３）生活相談員（常勤・兼務）　2名　　（４）介護職員　　　（常勤・兼務） 21名　

（５）介護職員（非常勤・兼務） 12名　  （６）看護職員　　　（常勤・兼務）　3名　　

（７）看護職員（非常勤・兼務）　5名　　（８）管理栄養士　　（常勤・兼務）　１名

（９）機能訓練指導員（常勤・兼務）１名　（１０）介護支援専門員（常勤・兼務）１名　

（１１）事務員　（常勤・兼務）　　2名

（１２）調理員（委託調理員）

２　前項に定めるもののほか、必要に応じてその他の職員を置くことができます。

第６条（職務内容）職員は苑の設置目的を達成するため、必要な職務を行います。

２　管理者は、苑の業務を統括します。管理者に事故あるときは、あらかじめ管理者が定めた職員が管理者の職務を代行します。

３　医師は、利用者の診察、健康管理、保健衛生指導及び疾病に応じた療養食等の栄養摂取指導に従事します。

４　生活相談員は、利用者の生活相談、生活援助、面接、身上調査及び処遇の企画並びに実施、事故苦情処理、個人情報保護の取扱い、利用者・利用者の家族の各種相談及びボランティアの受け入れ並びに調整等の業務に従事します。

５　介護職員は、利用者の日常生活の介護、援助、相談及び家族との連携等の業務に従事します。

６　看護職員は、利用者に対する医師の診察の補助及び看護並びに利用者の保健衛生管理、指導等の業務に従事するほか、栄養ケア計画にもとづく摂取状況の食事形態把握に従事します。

　　当日待機にあたった看護職員は、通常業務終了から翌朝早出職員の出勤時間まで待機の業務に従事します。

　　当日待機にあたった看護職員は、通常業務終了から翌朝早出職員の出勤時間まで待機の業務に従事します。

７　管理栄養士及び栄養士は、利用者個々の身体状態にもとづいて、または医師が療養上必要と判断した場合医師の発行する食事箋の指示に従い、献立作成、栄養量計算及び食事記録、調理員の指導等の給食業務全般並びに、利用者の栄養指導、家族からの食事相談等の業務に従事します。

８　機能訓練指導員は、利用者の機能回復及び機能低下を予防する業務に従事します。

９　介護支援専門員は、利用者の施設サービス計画の作成をするほか、栄養ケア計画の作成に協働従事します。

１０　調理員（委託調理員）は、給食業務に従事します。

１１　　事務員は、庶務及び会計事務に従事します。
第4章　　利用定員

第７条（定　員）苑の指定介護老人福祉施設の定員は、８０名とします。

２　苑の指定短期入所生活介護事業所・指定介護予防短期入所生活介護事業所（空床型）とします。
第5章　　利用者に対する介護の内容、利用料及びその他の費用の額

第８条（施設サービス計画・居宅サービス計画・介護予防サービス計画の作成）介護支援専門員は、利用者並びに４日以上にわたり継続して利用することが予定される利用者に対する介護計画の原案を作成するとともに、利用者または家族に対してわかりやすく説明し、同意をえるものとし、交付を行います。

第９条（サービスの提供）苑は、介護サービスの提供に当たっては、利用者またはその家族に対して必要な事項について理解されるよう、親切ていねいに説明します。

第１０条（サービス提供の記録と連携）苑は【居宅サービス計画書】【介護予防サービス計画書】に則って行ったサービス提供の状況やその折の利用者の反応及び家族の状態を必ず記録し、必要部署と連携をするものとします。記録はその完結の日から５年間保存とします。

第11条（居　室）苑が提供する居室は【重要事項説明書】に記載するとおりとします。その際、選択する階及び居室は、利用者の希望及び居室の空床状況等により、苑側が利用者に対して居室の状況、利用料等を文書により説明し合意を得るものとします。

第12条（入　浴）１週間に２回以上行います。ただし、利用者に伝染性疾患やその疑い、または入浴が悪化をもたらす疾患があると医師等が判断するときは、これに代えて清拭等を行います。
第13条（排　泄）利用者の心身の状況に応じて、プライバシーを尊重し、人権に配慮し
排泄介助を行います。

２　おむつを使用しなければならない利用者のおむつを適時取り替えるものとします。
第14条（離床・着替え・整容等）利用者の心身の状況に応じて、離床、着替え、整容等の介護を行います。

第１５条（食事等の提供）苑は、利用者の栄養状態を把握し医師、管理栄養士、看護師、介護支援専門員その他の職員が共同して、栄養ケア計画を作成し、その計画にもとづいて栄養管理を行い、定期的に状況を評価して計画を見直すなど、常に適正な食事等を提供します。

２　療養食の提供については、医師の発行する食事箋にもとづいて、告示で定める療養食に対して適切な栄養量を提供します。

３　経管栄養については、医師の指示にもとづいて、経口摂取に移行する方向で検討を重ねることとし、その体制構築に努めていきます。

４　食事の時間はおおむねつぎのとおりとします。

朝食　午前　７時３０分より

昼食　午前11時３０分より

夕食　午後　５時００分より

５　利用者からあらかじめ連絡があった場合は、衛生上または管理上許容可能な一定時間、食事の取り置きをすることができます。

６　あらかじめ欠食する旨の連絡があった場合には、食事を提供しなくてもよいものとしますが、食費は提供した食事ごとに定めた額をご負担いただきます。

７　利用者の心身の状況に応じて、必要とする栄養所要量を確保できるように、必要とする食事介助、援助を行います。

８　「特別な食事」として、通常の食事にかかる費用を超えるような高価な材料を使用し、特別な調理を行う選択食を希望者に提供します。

第１６条（送　迎）苑は、利用予定者の入居時及び利用者の退苑時には、その希望、状況に応じて送迎を行います。

２　希望により送迎を行う地域は、原則としてつぎのとおりとします。

　神奈川県、山梨県、東京都

第１７条（相談・援助）苑は、常に利用者の心身の状態等の適確な把握に努め、利用者及びその家族からの相談に適切に応じるとともに、必要な援助等を行います。

第１８条（社会生活上の便宜の供与等）苑は、利用者の日常生活を営むうえで必要な行政機関等に対する手続きについて、その家族が行うことが困難な場合、本人または家族の同意を得て代行します。また、利用者から直接依頼があった場合は家族にその旨連絡し、了解を得たうえで代行します。ただし、緊急を要する場合は、事後、速やかに連絡し、了解を得ることとします。

２　利用者の日常生活を文化的にも精神的にも豊かなものにするため、行事、レクリエーションを適時行うよう努めます。

第１９条（健康保持）苑は、利用者の健康状態に注意を払い、日常的に健康を維持するため適切に対応し、必要に応じてその記録を保存します。

第２０条（機能訓練）苑は、利用者の心身の状態に応じて、日常生活を送るうえで必要な機能を回復し、あるいは機能の減退を防ぐために必要なリハビリテーションを行います。
第２1条（事故発生時の対応）苑は、利用者に対する介護サービスを提供するうえで事故が発生した場合は、速やかに家族、保険者等に連絡を行うとともに、必要な対処を敏速に行います。

２　苑は、その事故が賠償すべきである場合は、損害賠償を誠実かつ速やかに行います。

第２2条（利用料）指定介護老人福祉施設の利用料は、介護保険法に基づき厚生労働大臣が定める基準によるものとし、介護サービスに係わる費用の１～3割、食事負担額及び居住費相当額並びに日常生活等（別に定める）に要する費用の合計額とします。

介護費（ユニット型個室）

	
	要介護度
	要支援1
	要支援2
	要介護1
	要介護2
	要介護3
	要介護4
	要介護5

	
	単位数
	529
単位
	656
単位
	704
単位
	772
単位
	847
単位
	918
単位
	987
単位

	R6年4月以降からご利用の方
	一日あたり費用

（×10.66）
	5640

円
	6993

円
	7505

円
	8230

　　円
	9029

円
	9786

円
	10522

円

	
	自己負担分

（1割）
	564

円
	700

円
	751

円
	823

円
	903

円
	979

円
	1053

円

	
	自己負担分

（２割）
	1128

円
	1400

円
	1502

円
	1646

円
	1806

円
	1958

円
	2106

円

	
	自己負担分

（3割）
	1692

円
	2100

円
	2253

円
	2469

円
	2709

円
	2937

円
	3159

円


施設の体制状況に応じて下記加算が付加されます。
詳細に関しては利用料請求書に記載いたしますので御確認下さい。
＜加算利用料（全要介護度共通）＞

	加算項目
	単位数
	1日あたり費用

（単位数×10．66円）
	自己負担分

（1割）
	自己負担分

（2割）
	自己負担分

（3割）

	（基本加算）
	
	
	
	
	

	サービス提供体制加算Ⅲ
	６単位
	64円
	７円
	14円
	21円

	看護体制加算Ⅰ
	4単位
	43円
	5円
	10円
	15円

	看護体制加算Ⅱ
	８単位
	86円
	９円
	18円
	27円

	夜勤職員配置加算Ⅱ
（ユニット型個室）
	18単位
	192円
	20円
	40円
	60円

	介護職員等
処遇改善加算（Ⅱ）
	利用月より変動

	（該当者加算）
	
	
	
	
	

	送迎（片道）
	184単位
	1962円
	197円
	394円
	591円

	療養食加算（１食毎に算定）
	8単位
	86円
	9円
	18円
	27円

	在宅中重度者受入加算（１）
	421単位
	4488円
	449円
	898円
	1347円

	在宅中重度者受入加算（２）
	417単位
	4446円
	445円
	890円
	1335円

	在宅中重度者受入加算（３）
	413単位
	4403円
	441円
	882円
	1323円

	在宅中重度者受入加算（４）
	425単位
	4531円
	454円
	908円
	1362円

	認知症緊急対応加算（７日を限度）
	200単位
	2132円
	214円
	428円
	642円

	緊急短期入所受入加算

（７日、やむを得ない事情がある場合には１４日を限度）
	90単位
	960円
	96円
	192円
	288円

	若年性認知症
利用者受入加算
	120単位
	1280円
	128円
	256円
	384円

	看取り連携体制加算
	64単位
	683円
	69円
	138円
	207円


※上記の地域区分単価（１０．６６円）を乗じた金額から９０％を除した金額（円未満は切り捨て）になります。
※平成27年８月以降、一定以上所得者（本人の合計所得金額が160万円以上で、同一世帯の第１号被保険者の「年金収入＋その他の合計所得金額」が単身世帯で280万円以上、２人以上世帯346万円以上）の利用者負担割合は２～3割となります。
（２）食費の１食当たり負担額

	内　容
	食　材　費
	調　理　費
	計

	朝　食
	236円
	210円
	446円

	昼　食
	382円
	210円
	592円

	夕　食
	297円
	210円
	507円

	計
	915円
	630円
	1545円


　　　ただし、食費の負担は提供した食事ごとに負担するものとする。

（３）年金所得段階別の居住費と食費の自己負担額（日額）

＜一日あたり食費、居住費(介護保険対象外サービスの利用料)＞

	
	
	第４段階

（一般）
	第３段階
②
	第3段階
①
	第２段階
	第１段階

	食事サービス費
	自己負担分
	1545円
	1300円
	1000円
	600円
	300円

	居住費（ユニット）
	自己負担分
	2066円
	1370円
	1370円
	880円
	880円


一定の条件を満たせば、所得の段階（１～３）に応じた自己負担限度額が決められ、限度額までの支払となります。

（４）その他の料金に関しては別紙にて記載

２　指定短期入所生活介護事業所・指定介護予防短期入所生活介護事業所の利用料は、介護保険法に基づき厚生労働大臣が定める基準によるものとし、介護サービスに係わる費用の１～3割、食事負担額及び居住費相当負担額、送迎に要する費用及び日常生活費として別に定める額の合計額とします。

３　利用者が特例施設介護サービス費、特例居宅介護サービス費、高額介護サービス費、特例居宅支援サービス費及び高額居宅支援サービス費を受給する場合並びに生活保護費を受給する場合等、別途法令に定めがある場合はそれぞれの法令によるものとします。

４　利用者の利用料は暦月によるものとし、当月分の利用料の合計額を翌月末日までに支

払うものとします。

５　利用者の利用料は利用の期間ごととし、利用料の合計額を利用終了時に支払うものとします。

６　支払いについては、振込み、利用者の預金口座からの自動引き落とし、または、現金のいずれかの方法によるものとし、その方法は、居住・利用開始時に苑と利用者と相談のうえ決定します。
第６章　　利用にあたっての留意事項

第23条（日課の尊重）利用者は、健康と日常生活の安定のため、苑が定めた日課をできるだけ尊重し、他の利用者との共同生活が円満におこなわれるよう配慮して生活することとします。

第24条（外出及び外泊）利用者は外出または外泊しようとするときは、原則としてその都度、苑に行き先、帰苑日時等を連絡するものとします。

第25条（面　会）利用者は外来者と自由に面会できます。ただし、特に必要がある場合、苑は、利用者及び家族と相談のうえ、面会の場所及び時間を指定することができます。
第２6条（健康留意）利用者は健康に留意し、健康診断を積極的に受けるなど、疾病の予防に努めます。

第２7条（苑内禁止事項）利用者は苑内でつぎの行為をしてはなりません。

他の利用者に著しく迷惑をかけること。

指定した場所以外で火気を用い、喫煙、自炊等を行うこと。

第28条（損害賠償）利用者は、故意または過失によって苑の設備及び備品に損害を与えた場合は、その損害を弁償し、または現状に回復しなければなりません。
第７章　　緊急時における対応方法

第29条（緊急時等の対応）苑は、現に施設サービスの提供を行っている時に、利用者に病状の急変が生じた場合やその他必要な場合は、速やかに医師または施設が定める協力医療機関への連絡を行うなどの必要な措置を講じるものとします。
第8章　　非常災害対策

第30条（災害、非常時への対応）苑は、消防法令に基づき、防火管理者を選任し、消火設備、非常放送設備等の必要な設備を災害・非常時に備えて設けます。

２　苑は、消防法令に基づき、非常災害時に対して、具体的な消防計画等の防火計画を立て、消火及び通報訓練を月１回実施するものとする。また、職員及び利用者が参加する避難誘導訓練を年２回以上実施します。
第9章　　その他の運営についての重要事項

第３1条（営業日）苑の申し込み受付け等の営業日、営業時間はつぎのとおりとします。

（１）営業日　　年中無休

（２）営業時間　午前９時から午後５時

第32条（利用資格）苑の利用資格は、介護保険法に基づく指定介護老人福祉施設の利用資格があり、苑の利用を希望する者であって、入院治療を必要とせず、利用料の負担ができる者及びその法令により入所できる者とします。

第33条（内容及び手続きの説明及び同意、契約）苑の利用にあたっては、あらかじめ入居申込者及び身元引受人に対し、本運営規程、重要事項説明書及び契約書を交付して説明を行い、入居申込者の同意を得た上で契約書を締結するものとします。

第34条（身体拘束等）苑は、利用者の身体拘束は行いません。万一、利用者又は他の利用者、職員等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合には「切迫性」「非代替性」「一時性」の3つの要件を検討したうえで家族の「身体拘束に関する同意書」に同意を受けた時のみ、その条件と期間内にて身体拘束を行うことができるとし、身体拘束に関する記録を行います。
第35条（虐待防止のための措置に関する事項）苑は、虐待の発生又はその再発を防止するため、次の各号に定める措置を講じるものとする。

（１）虐待の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して行うことができるものとする。）を定期的に開催するとともに、その結果について、従業者に周知徹底を図るものとする。 

（２）虐待の防止のための指針を整備するものとする。 

（３）従業者に対し、虐待の防止のための研修を定期的に（年2回以上）行うものとする。

（４）前３項に定める措置を適切に実施するための担当者を置くものとする。 

２ 事業者は、虐待等が発生した場合、速やかに市町村へ通報し、市町村が行う虐待等に対する調査等に協力するよう努める。
第３6条（施設・整備）施設・設備の利用時間や生活ルール等は、施設長が利用者と協議のうえ決定するものとします。

２　利用者は、定められた場所以外に私物を置いたり、占用してはならないものとします。

３　施設・設備等の維持管理は職員が行うものとします。

第３7条（秘密の保持）苑は、職員及び職員であった者に、業務上知りえた利用者及び家族の秘密を外部にもらすことがないよう、就業規則及び誓約書にその旨を明記するなど必要な措置をとります。

第３8条（個人情報の取り扱い）利用者の個人情報の取り扱いについては、原則として開示できないこととしますが、特に家族等関係者の確認ができる場合についてのみ開示できるものとします。

２　利用者の個人情報を文書で開示を求められた場合は、苑が定める「個人情報保護規程」にもとづいて、所定の手続きを行ったのちに開示の交付を行うものとします。

第39条（苦情対応）苑は、利用者及びその家族などより苦情を寄せられた場合は、ただちにその事実関係を調査し、その改善方策を検討するとともに、その結果を苦情申立者に報告し、あわせて可能な改善に着手します。

苦情窓口として苑事務所内に「苦情受付窓口」を設置、また、苑以外の苦情申立窓口として「相模原市高齢政策課」及び「神奈川県国民健康保険団体連合会　介護保険課　介護相談係」の連絡先を掲示します。
第40条（従業者の研修の実施）苑は、利用者の安全及びサービスの質の向上のため、従業者に対して研修を行います。新任及び現任研修として苑内研修及び外部研修等、随時研修を行う機会を設けます。
第41条（認知症介護に係る基礎的な研修の受講）苑は、介護に直接携わる職員のうち、医療・福祉関係の資格を有さない者について、認知症介護基礎研修を受講させるために必要な措置を講じます。事業所が新たに採用した従業者（新規・中途問わず）で医療・福祉関係資格を有さない者については、採用後1年間の猶予期間中に研修を受講させます。

第42条（感染症の予防及びまん延の防止）苑は、施設において感染症が発生し、又はまん延しないよう感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会の開催、従業者への委員会結果の周知、感染症の予防及びまん延の防止のための指針の整備、研修・訓練（シミュレーション）の実施等、必要な措置を講じます。
第43条（業務継続計画の策定等）苑は、感染症や非常災害の発生時において、サービス提供を継続的に実施するための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための業務継続計画（BCP）を策定し、計画に従い業務継続計画の策定、定期的な計画の見直し、従業者への業務継続計画の周知、研修・訓練（シミュレーション）の実施等、必要な措置を講じます。
第44条（規程の掲示）苑は、事業所の見やすい場所に運営規程の概要等を掲示します。

第10章　　雑　　則
第45条（委　任）この規程に定めるもののほか、必要な事項については、法人理事長が定めます。

第46条（改　正）この規程の改正は、法人理事会の議決により行います。
（付　則）この規程は、平成２３年　５月　１日から施行します。

（1）平成２４年　３月２７日一部改定、平成２４年　４月　１日から施行します。

（1）平成２４年１２月　１日一部改定、平成２４年１２月　１日から施行します。

（1）平成２６年　３月２４日一部改定、平成２６年　４月　１日から施行します。

（1）平成２７年　３月２６日一部改定、平成２７年　４月　１日から施行します。

（1）平成２9年　３月２７日一部改定、平成２9年　４月　１日から施行します。

（1）平成30年　３月２８日一部改定、平成３０年　４月　１日から施行します。

（1）平成３０年12月12日一部改正、平成３１年  1月　１日から施行します。

（1）令和　1年　9月30日一部改正、令和　1年10月　1日から施行します。

（1）令和　2年　6月30日一部改正、令和　2年　7月　1日から施行します。

（1）令和　3年　3月31日一部改正、令和　3年　4月　1日から施行します。
（1）令和　3年　7月31日一部改正、令和　3年　8月　1日から施行します。
（1）令和　4年　9月30日一部改正、令和　4年10月　1日から施行します。
（1）令和　5年　4月20日一部改正、令和　5年　5月　1日から施行します。

（1）令和　5年　5月２９日一部改正、令和　5年　６月　1日から施行します。

（1）令和　6年　3月31日一部改正、令和　6年　4月　1日から施行します。
（1）令和　6年　5月31日一部改正、令和　6年　6月　1日から施行します。
（1）令和　6年　7月31日一部改正、令和　6年　8月　1日から施行します。

